
令和６年５月開催 

開催日時 

開催場所 

2024 年 5 月 27 日（月）15：30～16：00 

独立行政法人 国立病院機構 沖縄病院 会議室 

出席委員名 河崎 英範、丸田 永、比嘉 太、知花 賢治、諏訪園 秀吾、熱海 恵理子、髙尾 珠江、

津曲 恭一、瀬上 誠、吉田 典子（外部委員）、岩崎 政志（外部委員）、糸嶺 達（外部

委員）、山入端 津由（外部委員） 

議題及び審議 

結果を含む主 

な議論の概要 

 

議題 

 

○迅速審査結果報告 ２件の報告 

IRB2024-02 非高齢者喘息フェノタイプから高齢者喘息フェノタイプへの移行様式に関す

る研究 

 

IRB2024-03 気管支内に義歯が停留した患者の不安軽減に繋がる看護 

 

○中央審査実施承認課題 ４件の報告 

CRB2024-07 非小細胞肺癌手術症例における ALK 融合遺伝子に関する疫学ならびに再発・

予後の多機関共同後ろ向き観察研究 <CreGYT-03 ALK study> 

 

CRB2024-08 コントロール不良重症喘息患者を対象とする Tezepelumab による clinical 

remission を検討する多施設共同前向き介入試験 <TERESA> 

 

CRB2024-09 環境要因による腸内細菌叢の変化は認知機能に影響するか-沖縄在住および

ハワイ州在住ウチナーンチュの複数世代の観察研究- 

 

CRB2024-10 患者レジストリを活用した沖縄神経原性筋萎縮症のエビデンス創出研究 

 

〇終了 ２件の報告 

IRB2024-102  COVID-19の流行が沖縄病院の抗菌薬使用と耐性菌に与えた影響に関する後

ろ向き研究 

 

IRB2024-103  COVID-19罹患筋ジストロフィー患者実態調査 

 

○利益相反案件 ３件の報告 

COI2024-04 放射線併用化学療法と Durvalumab 維持療法後に 再発した非小細胞肺癌にお

ける後治療の解析 

 

COI2024-06 低肺機能患者に対する IoT を活用した肺がん周術期遠隔リハビリ介入の有用

性を検討する多施設共同ランダム化第Ⅱ相試験 

 

COI2024-07 新規高齢者喘息質問票の有用性評価を目的とした介入研究 

 岩崎委員）COI2024-06 の研究について、被験者の生体情報をインターネットを通して送信

するというのはセキュリティ上の問題はないのですか。 



 

 

 河崎委員長）利益相反を確認している段階なので研究計画の詳細は確認できませんが、そ

のあたりの点については大丈夫ではないかと思われます。また倫理審査の段階で確認で

きればと思います。 

 糸嶺委員）利益相反について、研究責任者について関係性がないとしても、院内に利益が

ある者がある場合は問題ないのですか。 

 山入端委員）利益相反については、改ざん等により不当な利益を得ることを危惧するもの

であるため、直接研究に携わらない者の存在は問題にならないと思われます。 

 

その他について異議はなし。 

 

○その他 

 １）進捗状況報告（別紙） 

河崎委員長）進行中の研究について、年に 1 度の進捗報告になりますが、70 項目あり

ますので、疑義のある方は次回までにご連絡いただければと思います。 

 

            以上 


